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全体会午後の部Ⅱ

司会者(ag・by) それではただ今より，全体

会午後の部Ⅱを行いたいと思います。

午後の部Ⅱの司会を担当させていただき

ます藍住中学校１年 ag と，松茂中学校２年
byです。よろしくお願いします。
後半も２本の意見発表があります。まず

は後半１本目の意見発表です。藍住中学校

３年 aa さん「訴えることの大切さ」です。
よろしくお願いします。

「訴えることの大切さ」

藍住中学校３年 aa

司会者(by) ありがとうございました。どう

ぞ元の席に戻ってください。

続いて，後半２本目の意見発表です。高

校生による共同作品動画「キラキラ☆メモ

リアル～僕らの青春～」，今から４人の高校

生が作成した動画を見ていただきます。

「キラキラ☆メモリアル～僕らの青春～」

高校生による共同作品動画

司会者(by) 以上で，午後の部Ⅱの意見発表

は終了しました。

それではこれから，意見発表を通しての

討議にうつりたいと思います。発表につい

ての感想や意見交換，参会者の皆さんの思

いを語っていただければと思います。また，

前半で発言しきれてない人や，付け加える

ような内容のある人は，これが最後のチャ

ンスとなりますので，ぜひ発表してくださ

い。

なお記録の関係上，発表者は学校名，学

年，名前を言ってから発表してください。

それではよろしくお願いします。

板野中学校１年(ar) 私の友達に性的マイノ

リティを持っている子がいて，小６の時に，

その子が勇気を振り絞って私にそのことを

教えてくれて，自分を頼ってくれてると思

わせてくれて，すごく嬉しくて。相手が，

それを他の人に言えずに苦しかったという

ことがすごく伝わってきて。私だけでもわ

かってあげられてよかったっていう気持ち

がすごいたくさんあって。これからも相手

の心に気をつかって生活していきたいなと
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思いました。

板野中学校３年(ao) 昔の時代よりも，性的

マイノリティの方が，私もそういうところ

があるんですけど，そういう人たちが生き

やすい世界や社会にするためにも，こうい

う「人権を語り合う中学生交流集会」など

のようなものは必要だなと思いました。そ

れで，実際，私もさっきの発表で救われま

した。ありがとうございました。

八万中学校２年(bg) aa さんの発表を聞いて
なんですけど。私の母方のおばあちゃんの

家に行った時の話なんですけど。テレビを

見てて，不意に身体は男性だけど，心は女

性なんだみたいな芸能人の方が出てきて。

その人をおばあちゃんが見た時に，「何でこ

の人は男なのに，女の格好をしているの？」

みたいな話をしてたんですよ。お母さんは，

そういうことにわりと理解がある方の人な

ので，「そういう人もいるんだよ」みたいな

話をおばあちゃんにしてたんです。そした

らおばあちゃんは，「その人，男なんやろ。

なら男の人らしくしとかなあかんのと違う。

変な格好したらあかんのと違う」みたいな

話をしていて。ああ，まだ理解は行き届い

てないんだなと思ったんです。確かに，お

ばあちゃんみたいに，「女らしく」「男らし

く」っていう考え方もあると思うんですけ

ど，そう言い切れないというか，「そうじゃ

ない人もいるんだよ」ということを，私た

ちが高齢者の方に向けて，または小さい子

どもたちに向けて，発信していかなければ

ならないのかなと思いました。以上です。

瀬戸中学校３年(aw) あまり文章まとまって

ないんですけど。さっき，性的マイノリテ

ィの話があったと思うんですけど，私のお

母さんは，男性の人でメイクをしていたり

とか，そういう人を見ると，「男の人でメイ

クしとるの変やなあ」とかすごい言うんで

す。テレビとかで最近よくいらっしゃるん

ですけど。そういう人を見かけた時に，な

んでしとんみたいなのを言うんです。私は，

いつも，「そうかなあ」みたいにはぐらかす

んですけど。私は，別に男の人でもメイク

してもいいと思うし，髪を長くしても，別

にその人の好きなことだからいいと思うし。

「周りに別に言われる筋合いないよな」と

思うし。その人の生きたいように生きてる

方が，私は素敵やなと思うし。それが，そ

の人が傷つくことを言う方がダメと思いま

す。

人権集会でみんなの意見を聞っきょって，

すごい思うようになったし。もし友達で，

女の子で同性が好きとか，そういう子がお

ったりとか，男友達とかできたとしても，「同

性が好きなんよ」とか，そういうのを言わ

れても，私は，「ああ，いろんな人の良いと

ころを見つけられるんやな」とか，別に異

性愛の人が悪いとかじゃなくて，いいなあ
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とか素敵やなあと私は思うんで，そういう

考えを広めたらいいなって。そういう考え

方の人を敬遠とかそういうんじゃなくて，

素敵やなって思えるような考え方が広まっ

てほしいなって思いました。

香川県人権塾あゆみ会 ea 私は，香川県の

三豊市，(香川県の)西の端の方なんですけ

ど，そこの豊中町というところで，「NPO
法人 Peace」その中に，「人権塾あゆみ会」
というのがあるんです。そこから来ました ea
と言います。中学生の会になるべく大人は

登場すべきではないということを自覚した

うえで，２つ言いたくてマイクを持たせて

もらいました。

１つは，この「人権を語り合う中学生交

流集会」の意味。もう１つは，aa さんが発
表された中身の性的少数者に関わること。

２つ言わせてください。

まずは，中学生交流集会の意味ですけど，

記憶に間違いがなければ，この会につなが

る前身の会で，1996年が第１回だったよう

に思います。間違いかもしれません。その

頃に，三豊市に豊中中学校というところが

あって，豊中中学校から子どもを10人くら

いと，私も当時豊中中学校の先生でしたか

ら，数人の教員で第１回目の会に参加させ

てもらいました。

当時は，圧倒的に板野中学校の教育，森

口先生と吉成先生，この２人が打ち立てら

れた教育が，言うたら四国地区を席巻して

おりまして。私なんかは，畏れを抱きつつ，

その第１回の中学生集会に豊中中学校の子

どもたちを連れてやってきました。

やっぱり，会の雰囲気ってすごいですよ

ね。大事ですよね。豊中の方から来た子ど

もがしゃべれんやろと思ったんですけど，

徳島県の板野を中心とした中学生の雰囲気

にいい影響を受けて，どんどん発表をして

帰ったんです。

それ以来ずっと今日まで，中学生集会を

継続してやってこられたことはすごいなと

思うんですが，三豊市からの参加は残念な

がらいろんな関係で参加が中断し，ここ数

年また中学生交流集会に参加をさせてもら

っています。

間違いなくこの会の影響を受けて，徳島県

ばかりにいつまでも頼ったのではいかんと

いうことで，香川県の三豊市と，隣に観音

寺市というところがあるんですけど，地元

でこの集会と同じような会を開こうという

ことで，去年，第１回目をやりました。今

年，８月20日に第２回目をやります。

一番前に(三豊市立)高瀬中学校の生徒ら

が座っていますが，なかに実行委員をして

くれる７人も座っています。きっと８月20

日には，この会の影響を受けて，びっくり

するくらいの意見発表をしてくれると思い

ます。三豊市，観音寺市の中学生も皆さん

と同じように活発な意見発表をやるんです

が，私はここに座りながら，第１回目の会

のイメージを思いながら，今日また，「やっ

ぱり勝てんわ」と思いました。勝ち負けで

はないんですけど，「やっぱり勝てんわ」と，

私は思っています。なぜかというと，(午前

の部の)一番最初の講演会の時に，吉成先生

が皆さんに投げかけましたよね。吉成先生

は，皆さんに「今，皆さんは，こっちのフ

ロアーの方で講演を聞く側にいるけど，先

では講演する側として前に座るんですよ」

と言われていました。
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そこに，去年講演されたシンジさんが座

ってますけど，確か，１回目，２回目に中

学生として参加し思いを語っていますよね。

(近くの席に座っているシンジさんに確かめ

ながら)私，覚えているんです。会場はここ

ではなかったですけど。シンジさんや午前

中に発言したタクヤさんと会をリードして

いたその時の実行委員長の姿も覚えていま

す。なんか，面倒くさそうに出てきて，ベ

ルトを腰からブランと下げて。けど，言う

ことはしっかりしているんです。

何が言いたいかというと，あれから28年

経った今もここに座られている。去年は講

演をされました。もうおいでませんが，金

時芋をつくっておられる，何とかさん(タク

ヤ)は，同年齢ですよね。つながって，この

地で，この会をずーっと経ながら，鳴門市

人権フォーラムという大人の語り合う会，

そんなところにも登場しながらおるんです。

それでチェリーさん，はなちゃんさん，や

っぱりここで仲間をつくって，それでまた

大人の会で語って，中学生に自分の思いを

伝えるために来られとるっていう。確かに

三豊市，観音寺市の中学生も，きっと８月

20日には，皆さんに近いような語りの会を

してくれると私は思ってるんですが。けど，

今のところはそこまでなんです。中学生の

会をやって，そこで語り合いをして仲間を

つくる出発点を通過する，それ大事なんで

すけど，私は先までやりたい。だから高校

生になって中学生の会に来てもらって，私

たちの方は午前中に中学生の語る会をやっ

て，昼から大人の語る会というのをやると

いうパターンで集会を始めました。

それで大人の会にも中学生の会を経た子

どもたちが参加するようになって，やがて

はパネラーとしてね，前に立って中学生の

前でしゃべる。そういう人を本当につくり

たい。だからさっき言ったはなちゃんと，

チェリーさんという存在がね，もうよだれ

が出るくらい羨ましくて仕方がない。絶対

そういうような形をつくってね，三観地区

という場所に，人権を語り合って，差別を

なくしていける場所を作りたいなと思うと

るんです。ところが，私68なんです。こう

やってシンジさんや，金時農家さんみたい

な方が出るまで，私少なくともあと20年は

生きなアカンと。88になります。頑張って

生きたいなと思います。だから本当に，き

っとこの中からまた出てくると思います。

10年後，20年後，吉成先生が語りかけた前

で，今度は中学生に訴えかける人が出てく

ると思うんです。けど，そうやって場所を

離れて香川県の西の端の方で，この集会を

真似て，三観地区でも，ちょっとでも成長

しよう，近づこうという存在もあるんだと

いうことを知ってください。皆さんの誇り

にしてください。そして，さらにこの会を

質的に盛り上げてほしいと思います。

時間が経ち過ぎたので，性的少数者につ

いても触れたいんですが，時間がないので，

あまり言うたらいかんですね。また意見が

途切れるようでしたら言いますが，是非，

伝えたいなと思ってマイクを持たせてもら

いました。あとまた頑張ってください。

板野中学校３年(am) 度々申し訳ございませ

ん。またもや思い出したのでもう一つ。性

的マイノリティというよりは，どちらかと

いうと，「男らしく」「女らしく」の方に近
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いんです。ボク，小学校４年生の時に，金

管バンドクラブに入ってまして。当初友達

４人くらいと，ボクの男子５人くらいで入

りに行ったんです。入って，昼休みに練習

していたら，１週間くらい経った時に一緒

に入った３人が抜けて。「何で？」って理由

を聞いたら，お父さんやお母さんに「金管

とかの楽器は女の子のすることだからした

らあかん」ということで，「やめな」と言わ

れてしまったらしいんです。残りの３人も，

１年後くらいにちょっと合わなくなってや

めたんですけど。小学校４年生くらいの小

さい時期って，５年生や６年生になったら，

もう少し考えられるようになるかもしれな

いですけど，４年生くらいって，親とか先

生の言っていることが大概正しいだろうと

思って行動するじゃないですか。「親がそん

なに間違ったことを言っているわけがない

やろ」っていう感じじゃないですか。基本。

だから，その小さい子どもの時に，親は，

少なくても人権とか差別に該当しそうな，

間違っていそうなことを言っている時に，

まだ，それは違うんじゃないかと自己判断

ができない場合も多いから，そういう子ど

もを減らすためにというか，なくすために，

学校とか人権学習もそうだし。今だったら，

人がいっぱいいるし話す機会もあるかもし

れんけど，できれば小さいうちから，人権

だったり，せめて道徳の本の内容について

語り合ったりする機会がもっとあれば，そ

ういう子も減らせるんじゃないかなと，話

を聞いていて思いました。以上です。

板野中学校３年(ak) 今からボクが言うこと

は，今回のこととは論点がずれているかも

しれないけど，生活に役立つすべてのこと

に言えることなので，ちょっと皆さんにお

伝えしたいなって思います。

この前，ボク，ユーチューブを見ていた

んですよ。すごい良い言葉が流れてきて。

ユーチューブショートなんですけど。とあ

るユーチューバーの方が，「もし差別をする

人がいるなら，相手を『They』で括るので
はなく『You』で括ってあげてください」
みたいな。わかります？例えば，性的マイ

ノリティで言ったら，相手がゲイの方であ

ったら，「ゲイの人はどんな恋愛をするの？」

って聞くんではなくて，「ゲイであるあなた

は，どんな恋愛をしてるの？」と聞くとい

いらしいです。それを，『They』で括ってし
まうと，他の人も含まれてしまうわけです

よ。例えばボクは，今「ボク」って言って

いますけど，別に男の子になりたいとか，

そういうわけじゃなくて，「わたし」という

３文字が面倒くさいから言っているだけで，

そういう，男の子になりたくなくても，第

一印象が，さぼりたくて「ボク」になって

いるタイプで，そういうのが「トランスジ

ェンダー」だとよく勘違いされちゃうんで

すけど。そろそろ直さなくちゃいけないん
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ですけど。「トランスジェンダー」と括られ

ると，別にトランスジェンダーじゃないし，

全然恋愛対象男の子だし，女の子をそうい

う目で見れないしみたいな，そういうこと

がおこっちゃうんですよ。相手を見た時に，

例えば人権作文の中に，「気持ち悪い。私の

家族は，男なのに女性の服装をしている人

を見てしまうと，必ずそう言います。」と書

いてあるんですけど。多分，そういう人は，

相手をある一定の縛りで括ってしまってい

るからですよ。だから，そういう人たちに

は，その人がどういう経歴でそういう格好

をしているのか。もしかしたら，ただコス

プレをして歩いているだけかもしれないし，

その人が女性に憧れてて女性の服装をして

いるか。女性になりたくて着ているのかと

いうことは，こちら側では話さない限り判

断ができないわけです。なので，そういっ

た差別とか，そういうことに，今ここにい

る人たちで，「どうやって差別を避けたらい

いんだろう」と悩んでいる人たちにも知っ

てほしいので言ったんですけど。自分たち

を「I」。相手の普通の人でも，心に違和感
を覚えている人でも，相手のことをひとま

とまりにするんじゃなくて，「You」として，
「私はあなたを見ているよ」っていう感じ

で会話をしてあげると，あまり差別になら

ないのではないかという動画が流れてきて，

ボク的にはすごい腑に落ちたので，皆さん

にお話ししたいと思いお話させていただき

ました。以上です。

T-over人権教育研究所(dx) こんにちは。板

野中学校の卒業生であり，今，徳島市内の

小学校の PTA の会長をしていて，かつ，徳
島市内の PTA 連合会というところの理事を
やっています。そこでいろんな活動をして

います。貴重な中学生が語る時間にお邪魔

して申し訳ないんですけど，後半になると

自分たちの手を挙げる時間ってないんじゃ

ないかなと思い，先に発表させてください。

１回目からこの会に深く関わり参加して

いて，午前中に鳴門金時のたっくんと一緒

に来させていただきました。彼と来る途中

に「楽しみやな」という会話をしながら来

ました。彼とは，板中からのつながりがあ

り，お互いの言いにくいことも言い合える

関係なんですけども，結構，食い違いとい

うのがあります。

午前中のはなちゃんとチェリーさんの話

を聞いた時に，息ができませんでした。呼

吸が止まるというか，せこうなる(息が詰ま

る)というか。ボクは，娘に対して部落であ

ることを語るというところで，息が詰まり

ました。

どうして詰まったかと言うと，チェリー

さんの語りの中で，旦那さんの前の奥さん

が当事者でありながら，でもそれを子ども

に語っていない。その子どもが実際に部落

であることを調べられた時にどうするのか

なということを聞いた時に，目茶苦茶胸が

詰まって。今も，自分のことで，知らない

ところで自分自身を傷つけることっていう

のがあるかもしれないと思うと，ゾッとす

る気持ちになりました。それでせこうてせ

こうて。

今日は，昼一旦家に帰っていたんですが，

「この思いを何とかならんかな」とたっく

んと話をしながら帰って。ak さんとかも午
前中もそうですが，元気な笑顔を見ながら，
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発表を聞きながら元気づけられるというか。

ボク自身も中学生集会という言葉が大好き。

今，自分の子どもと置き換えて見ている感

じもするんですけど，「自分の子どももこう

だったらいいのにな」とか，「意見をスラス

ラ言えるようになったらいいのにな」「これ

をどうやって広めようかな」というのがず

っとあります。

ボクは，徳島市内の連合会に参加してい

るんですけど，去年は，市長さんとお話し

すタイミングがあって。市長さんと話すタ

イミングがあった時に，本当はやり取りを

事前に提出して，同じものを言わなければ

ならないシステムだったんですが，市長さ

んが「ご意見ないですか？」と言われた時

に，なかなか「同和問題」とか「部落問題」

ということを市長さんに言えない心苦しさ

もあって，その時に言ったのが「人権問題

について」という一言にしてしまったとい

うのもありました。

昨年はそういう環境で生きてきて，今回，

先日，また連合会でそういうお話をする機

会があったんですけど，その時に，この中

学生集会のことを自慢したくて。「こういう

生き方をしている子どもたちがいるよ」と

いう部分で，共感をしてくれた仲間が今日

来てくれています。

同じ徳島市の連合会の副会長をしている

fi さんが，今日の会に来てくださっている
んですけど。全然，今まで人権の話とか，

同和問題の話とか，部落問題の話とかをし

てない環境でも，同じグループに居って，

隣に居って，まあまあ勇気がいったんです

けど，その話をしたときに。話をしたとき

に，スッと返してくれるというか，そうい

うのがすごく居心地がよくて。中学生集会

の仲間づくりというのをどうしてもつなげ

たいというか。自分が成長するために自分

のことを語るというのはわかっているんで

すけど，自分らの子どもたちが，どうやっ

て自分たちで気づいてやっていくかなとな

った時に，こういう場あるというか，思い

を届ける作業というのをやっぱりする必要

があるのではないかなと思って。もう少し

で終わりますので。

午前中来ていたたっくんと，最近よく食

い違いがあるっていうことは，彼は「地区

である」ということを娘に対しては，背中

を見せて教える。言わない。自分の口から

は。ボクは，そのステージを敢えて用意を

する。「そこまでせんでもいいんじゃない」

「いやいや」というので結構あるんです。

それも，笑いながらというか，お互い尊重

しつつ言い合ったりするんですけど。そう

いう，仲がいいのにどこかで食い違いがあ

るのをお互い突っ込んだりという，すごい

良い関係性で。だから，いつもわかってく

れる子が隣にいるわけじゃないし，それを

わかってもらうためには，やっぱり，自分

の気持ちっていうのを届ける作業っていう

のはすごく大事だと思うので。

さっきも fi さんが10分間の休憩中にグイ
グイ話をされてきて，トイレに行く間もな

くて，始まってトイレに行ったくらいで。fi
さんが良い話をされていて，また fi さんの
口から聞いてもらえればと思うんですけど。

こういうつながり。みんなのやっている作

業というのが，ボクがどこかでつなげてい

けるという頑張りにもつながっているので，

本当にみんなには感謝しかないです。あり

がとうございます。

高瀬中学校３年(cr) さっき，性に関する話

があったので，ボクもその話をしようと思

います。ボクは，メンズメイクに興味があ

って。もう家族とかに話をしていて，姉が

暇な時にやってくれるって言うから，「初の

メンズメイク来たぞ！」と思って楽しみに

していたんですけど，その時は，結果はと

てつもなく似合わず終わって。家族で笑っ
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て終わったんですけど。でもその時は，そ

の話をしても，家族では誰もボクに違和感

を持つ者はいなかったし，普通に「似合う

んだったらしてもいいんじゃない」ってい

う感じだったんです。その話を友達とかに

した時も，友達も誰も変なふうに思ってい

なくて，「いいやん」ぐらいでおったんです

けど。「また見せてな，おもろいんやったら」

みたいなので終わったんですけど。友達が

そんなふうに思ってくれたっていうことを

思い出して。性的マイノリティのことを考

えた時に，もし友達がボクに性的マイノリ

ティがあって，ボクに明かしたとしたら，

ボクが，もし友達に明かしたとしたらどう

なるんだろうなと考えた時に，きっとボク

は友達のことを素直に応援できるし，友達

もしてくれると思います。お互いに，異性

との恋愛を話すみたいに，何の変わりもな

しに「好きな人，誰なん？」とか，そんな

話ができると思います。今，そういう問題

で困っている人たちは，そういう，本当の

自分とかを素直に話せる人が，周りに１人

でもいたらきっと楽だと思うし，そういう

人がこれから増えていったらいなと思いま

す。

高瀬中学校３年(cn) 性的マイノリティと関

連して，LGBTQっていう言葉があるんです
けど，私は，その言葉自体が縛っているよ

うに聞こえていて。さっき ak さんがおっし

ゃっていたこととすごく似ているんですけ

ど，LGBTQっていう言葉で話をするんじゃ
なくて，その人，一人一人の性を認めてあ

げたいなって私は思っています。以上です。

司会者(ag) どうもありがとうございました。

先ほどの発表に関連する事柄や，新しい話

題を取り上げてくださってもいいですよ。

松茂中学校２年(bx) ボクは，さっきの高校

生３人の映像を観て，「個性」って書いてた

じゃないですか。いつもその３人には，「人

権こども塾」に入った時からすごいなあと

思っていて。中学生集会でもすごくいい語

りをしていて。「人権こども塾」でもすごく

真剣に考えて語っていてすごいなと思いま

した。

さっき，性的マイノリティのことについ

て話していたじゃないですか。ボクの家族

は特にそういうのに対しては，言い方が悪

いですけど，無知な方で。例えば男性の人

が女性の格好をしていたりとか，ボクは何

とも思わないです。家族もそうなんですけ

ど。でも有名人の人とかでも，たまにそう

いう人がいるじゃないですか。その人の記

事とかのコメントを見てみると，なんかち

ょっと，心無いコメントとか，「気持ち悪い」

とか，そういうのが多くて。まだ理解が進

んでないんだなって思いました。

最近，br さんが良いことを言っていたん
ですけど。部落問題についてなんですけど。
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まず，この br さんが言うには，「部落差別
ってそもそも，部落差別って言うことが差

別になっているんじゃないか」って言って

て。そういう言い方をするからこそ，差別

が起きているんじゃないか的なことを言っ

ていて，説明がちょっと下手ですが，こう

いう性格なので，上手く説明ができないタ

イプなんですが。そう言っているのを聞い

て，良いことを言っているなあと思って，

少し触れてみました。ありがとうございま

した。

高瀬中学校教員(ec) 控えておこうかと思っ

たんですけど，ea 先生よりまだ３つも若い
ので一言だけ。

今の部落差別のことで，高瀬中学校の３

年生には特によく聞いておいてほしいんで

す。去年の人権・同和教育の研修会でこん

な話題がありました。

「人権・同和問題学習の授業をして，生徒

から質問があったら，どう答えますか？」

学級担任へのＱ＆Ａ，その「Ｑ＆Ａ」の

「Ｑ」ですが，「先生，部落ってどこにある

んですか？」「先生，部落差別って何です

か？」「同和問題って何ですか？」と聞かれ

たら香川県の先生方は，どう答えられるん

でしょう。

実は，各学校で「こう答えましょう」と

いうマニュアルをつくったりしているんで

すね。

「同和地区って，ないんですよ。どうして

あなたはそういう質問をするんですか？そ

のあなたの心の中に差別の心はないですか

ということを問い直しましょう」というよ

うなことが書いてあるんですね。

もっと軟らかいんですけど。そんな答え

が，私には馴染まなくて，馴染まなくて。

自分自身の答えとしては，また後で言い

ますけど，ちょっと別のことを考えている

んです。

今日，たくさんの人が被差別部落に生ま

れて，dx さんも20年間こういうことをしっ
かり考えて活動してこられている。今，PTA
の中でも一生懸命頑張られているけれども，

「自分のお嬢さんには，そのことが語れな

いんですよ」ということをさっきおっしゃ

いました。

それが今も部落差別の現状であり，しん

どさなんです。

そんなことをたくさんたくさん学んでい

るんだけれども，香川県で，高瀬中学校で，

そういった授業をする時に，なかなか同和

問題，部落問題について真っ正面から語れ

ないんです。

もし生徒に聞かれたらどう答えようかと

いうことを，去年も話し合って，私はこん

なふうに考えています。

「先生，部落ってどこにあるんですか？」

と聞かれたら，「それは君の心の中にあるん

だよ。」

「あの人は部落の人だ。」あるいは，「同和

地区ってどこだろうか。」

今は，法的には同和地区ってないわけで

すね。そんなことを聞かれた時に，

「キミがその人とどう接していくのか，どう

考えていくのか，この問題をどう解決して

いくのか。そのことと向き合った時に，あ

なたの心の中に部落が生まれてくる，同和

問題が生まれてくる。」

上手くは伝えられないんですけど，そんな

ふうに答えたいな，３年生たちともそんな
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勉強をしたいなと思っています。

つまり，生まれたところへの「偏見や差

別の心」で部落の人たちに接したとき「部

落」という言葉はマイナスの意味をもちま

す。

心の中に「部落」がゆがんだ形で現れて

きます。

でも，そこに生まれた人たちの優しさや

温かさ，差別に負けない逞しさにふれたと

き，「部落」という言葉は消えてなくなり，

ふるさとへの「誇り」や「ぬくもり」，「人

間らしさや温かさ」が輝きながら現れてき

ます。

今日，出会ったはなちゃん，チェリーさ

ん，シンジさん，そして，森口健司さんが

輝いて見えるのは，そういう理由です。

だから「部落差別は，キミの心の中にあ

る」んです。今日，高瀬中学校の３年生の

みんなは，たくさんの部落出身の方と出会

いました。そのことを分かって，しっかり

話を聞いてくれていると思うし，そのこと

を伝えていくことは，また難しいことなん

ですけど，本当に今日のことをきっかけに，

しっかりと語れる，聴ける，そういう態度

を身につけてくれたので，私自身もしっか

りとみんなに伝えたいなと思っています。

今日，皆さんが語ってくれた「LGBTQ」
や「性的マイノリティ」の問題もすごく大

切です。そのことを本気で語り合える関係

が問われています。今日，皆さんが聴いた

部落のお父ちゃんやお母ちゃんの思い，み

んなにすごく響いたと思います。

自分の子どもに簡単には語れないんです。

どう語るか悩んでいる，苦しんでいる。そ

んなしんどさがあるんです。このことをし

っかり学び，人権教育の重要性を噛みしめ

ていきましょう。

森口先生のお話などを聞きながら，私自

身も，差別はいけないということは，分か

っているんです。だけど差別の現実ってい

うのは，そんなふうに切ない，辛いという

ことを，今日改めて感じました。そのこと

をまた高瀬中学校のみんなと考えようと思

っています。

まとまらないんですけど，今日のことを

しっかりと，これからにつなげていこうと

思います。はなちゃんとチェリーさん，あ

りがとうございました。今日，出会えたこ

とに本当に感謝したいと思います。

八万中学校教員 吉成 先程，bx くんが「人
権こども塾」の話を出してくれたので，全

体に紹介をしておこうと思います。

今日，受付で配られた紙の中に，「みんな

でトークオーバー・人権こども塾文化祭202

3」っていうのがあったかと思いますが，「人

権こども塾」というのを始めました。

中学生集会に行っているメンバーを中心

に声をかけて，去年からスタートさせたん

ですけども，中学生集会が終わった後，去

年は少し人数が増えたんですね。それで，

もしかしたら今年も増えるのかもしれない

なと思いつつ，今のところは八万中学校と

松茂中学校のメンバーに高校生が加わって

という形でやっています。もし興味ある人

は声をかけてきてください。

それで今回，文化祭をやってみようとい

う話が出て，11月５日，休みの日に，「県立

二十一世紀館イベントホール」で文化祭を

します。いろんな人も招いて，みんなで話

し合いができたらなあと思っていますし，
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中高生だけで話し合いができる時間も設け

たりということで考えてみます。

中学生集会自体はこれで終わってしまう

わけです。もし次にするとしても，来年の

４月からじゃないですか。その間めっちゃ

時間があるでしょう。めっちゃ時間がある

間は，それぞれの学校の取り組みに任せら

れてしまうわけなんですけども，私として

も，個人的に「あんなことをしてみたいな」

「こんなことをしてみたいな」「こんなこと

を学んでほしいな」とか，「こんな人と出会

ってほしいな」とか，「こんなところに連れ

て行きたいな」という思いが私の中にもあ

るので，「人権こども塾」というのをするよ

うにしました。もし，関心があったら参加

するようにしてください。

今日は，午前中にチェリーさんとはなち

ゃんに話をしてもらって。テーマは「部落

差別」「部落問題」のことについてだったん

ですけども，昼からみんなの話を聞いてい

くと，例えば「認知症」の話であるとか，

障がい者の問題であったりとか，発達障が

いであったりとかいう話が出てきましたし，

今ほどはセクシャルマイノリティの話が出

てきたと思うんです。皆さんのなかから出

てこんかなと思いながら，ずっと我慢して

聞いてはいるんですけども，宿題にします。

考えてください。

いろんな人権課題がありますよね。差別

問題，人権課題ありますよね。「共通するこ

と」っていったい何なんだろうか。そこが

見えて来なかったら，別個のことがいくつ

もの柱のように立つだけで，それぞれ別個

のことになってしまうと思うんです。でも，

別個のことじゃないと思うんです。本当は。

それぞれの人権課題がどこかでつながって

いると思うんです。さて，それはいったい

何なのか。そこが見えてこなかったら，「あ

あ，また新しい差別が出てきたわ」「ああ，

また新しい人権課題が出てきたわ」「何でこ

んなにいっぱい出てくるんやろな」「いつま

で経っても昔の差別はなくならんし」みた

いなところに陥ってしまうような気がする

んです。宿題です。みんな考えてみよう。

共通することは何なんだろうか。もうこの

短い時間では無理やから。だから考えてみ

よう，それを。私からの１年間の宿題です。

以上です。

司会者(by) シンジさんのお隣の fi さん。一
言お願いします。

徳島中学校PTA会長(fi) 徳島中学校の PTA
会長をしております fi と申します。突然に
マイクをお借りすることになって驚いてい

るんですが，僭越ながら少しお話させてい

ただきます。

今回，初めてこの会に参加させていただ

くことが叶いました。正直，本当にびっく

りしていることばかりです。この会をされ

た中学生の方もそうですが，先生方のお話

も，もっと早くに聞きたかったなと。何な

ら30数年前に，こういう中学生だった時代

の自分がこういう場に居合わせて，こうい

う話を耳にできたら良かったなあと思いま

す。

さっき，dx さんにも話したんですが，私
の中学校時代なんかは，もしかしたら，こ

の場におられる皆さんもそうかもしれませ

んが，人権委員さんであったりとか，部活

動だったりとか，クラブだったりとかに所

属をしておられる方がほとんどではないの

かなという感じでした。今は，そうではな

くて，さっきお話にもありました。自分自

身で参加されたという話を聞いて，いろん

な発表もされていて。

私は，午前中，所用で来られなくて，午

後からの参加で無理に入れていただいたん

ですけど。「LGBTQ」のお話もそうですが，
おじいさま，おばあさまの認知症のお話，
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ご自身の障がいの話，そういうお話を拝聴

するにつれ，すごく身につまされました。

いろんな思いがあって，いろんな意見があ

って，いろんな気持ちでここに座っている

んだろうなと思います。

私自身，正直に申しあげると，親族に障

がい者がいるわけではありません。身内に

も生活に困っているような，強いて言えば，

私のいとこの子に「吃音症」という，喋り

が少し難しい，ご存じの方がいらっしゃる

と思うんですが，ちょっと伸ばしたりとか，

詰まったりとか，吃音という障がい，本人

は障がいとは思っていなくて，「個性」だと

いうふうに言っています。

でも，今日お聞きしたお話の中で私が感

じたのは，「見える障がい」「見えない障が

い」そういった，目に見えること，耳に聞

こえることだけではなくて，さっきおっし

ゃってたような「私とあなた」「I と You」
というのがすごくいいお話だと思ったんで

す。とかく，年配というか，年を重ねてい

る人間からすると，「最近の若い子は」とい

う括りをしますよね。そういうことではな

くて，自身も若い時があったはずです。こ

の子らと同じくらいの年代を過ごしてきて

います。忘れてしまっていたりするんです

けど，決して忘れずにいたいなあと思うん

です。

自分も中学生の時にすごく悩んだことが

ありました。いろんなことで悩みました。

友達とのつき合いもそうですし，家庭でも

そうだし。高校に入ったらまた，私の通っ

ていた高校は，徳島県立城ノ内高等学校，

今はもう，中高一貫校になって名前も変わ

っているんですが，当時は徳島北高校とい

うのがなくて，みんな橋を越えて城ノ内高

校へ通って来ていました。城ノ内高校には，

たくさん当時，被差別部落，昔そういうふ

うな名前で呼ばれていたところの友達がた

くさんいて，私はそういう友達の中でいろ

んな悩みを聞きました。

「あなた，本人じゃないからわからないよ

ね」と言われながらも，だけどその子たち

の気持ちに，ずっとそばにいるような気持

ちで生活をしてきました。午前中講演が聴

けなくて非常に残念だったんですけど，そ

の重さ，その辛さ，それをどうにか軽くし

てあげられないかなという気持ちでいたん

ですけれども，こういった会に参加するチ

ャンスがなかったので，私は私なりに，私

のやり方で，そういう友達の心に寄り添う

方法を一生懸命考えてきました。

この度，徳島・名東郡 PTA連合会の中で，
dxさんがご自身のお話をなさった時に，「あ
あ，やっと出会えたな」と思ったんです。

そういうお話ができる人と。そしてこうい

う場を PTA 連合会の中で，ここにこれだけ
しかいないです，中学生の皆さん。もっと

たくさんの人に，もっといろんな中学生の

子たちに，同じこういう場にいたら話せる

こと，こういう場でないと話せないこと，

そういう場を与えてあげたいなと思ったん

です。私，会長職としては２年目です。こ

の度，大きな副会長職を連合会の中でお引

き受けしたので，是非ともこういう会を，

先ほどの先生方の言われたように，PTA 連
合会の中でも立ち上げて，そういう人権の

会，集まりというような中でできるのであ

れば，是非，声を挙げたいなと思いました。

難しい言葉だと，ここにいらっしゃる中学
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生の皆さんには，もしかしたらわかりづら

いかなと思うんですけど，この今朝配られ

てたプリントの中の７番に，「この大会で学

んだことを，それぞれの学校や地域での活

動に生かしていきましょう」というふうに

書いてあります。たった１行ですけども，

これはすごく大きな一言だと思うんです。

どんな形でもいいんです。「私，こんな会に

行って来てな，こんな話聞いて来てな，こ

んなん思ったんよ」ということを，どうぞ，

地元へ帰って，学校で，友達とでもいいで

す。お父さん，お母さん，お兄さん，お姉

さん，妹さん。今日のこの会に行っていた

ということをご存じじゃなくても，夏休み

明けて，是非こういう話聞いてきたんよ。

こんなんあったんよ。そんな重い言葉じゃ

なくていいんです。ちょっと一言伝えたら，

それが種まきになると思うんです。

私が，こうして dx さんにお話を伺ってここ
に来たように，私も種をまいていただいた

一人だなと思うんです。なのでどんな形で

もいいです。まずは興味を持つことという

のが窓口になります。種まきというのは，「そ

こからどんな芽が出てくるか」ということ

になると思うんですね。すごく言葉として

は安直かもしれないですけれど，さっき言

われていましたが，どんな柱であってもそ

うだと思います。いったいどいうふうに捉

えるか，どんなふうに考えるか，いろんな

意見があると思います。否定的な意見，賛

同的な意見，わかりやすい意見，わかりに

くい意見。いろいろあると思うんですが，

どうぞ，この場に居合わせたことをすごく

ラッキーなことだと思ってほしいんです。

選ばれた人のように思います。自分が来ら

れなかったから言うんではないですけど，

ここにいて，こういう経験をしたこと，私

ももちろん，今日その一人です。すごくい

いチャンスを与えていただいたなと思いま

す。種まきをどうしていこうかと思ってワ

クワクしています。皆さんも是非，帰った

ら小さな種まきをしていただきたいなと思

います。

上手くまとまらないんですが，今日，こ

こに来られたこと，皆さんと出会えたこと，

本当にうれしく思っています。ありがとう

ございました。

藍住東中学校教員 dn １分だけ。勇気を与

える一言を言います。私は小学校５年生の

時に，小学校の金管バンドに入ったんです。

当時，「性の壁」と言ったらおかしいですけ

ど，金管バンドのリズム隊は女の子しかい

ない。その中に１人入りました。受け入れ

てくれた先生もすごいと思うんですけど，

その当時は，女の子の中に入っても違和感

がないくらい可愛かったのでいけたんです

けど。一歩踏み出せば簡単です。１年間は，

私，リズム隊ではただ１人の男です。でも，

次の年は同級生が５人入ってきました。実

はやりたかったんだよねって。誰かが１つ

扉を開くと，その後ろには，必ずついて来

る人たちがいます。なので小５のときは女

の子の中で俺１人やと思ったんですが，幸

せな時間を過ごさせていただきました。そ

の当時は可愛かったので違和感はなかった

です。以上です。だから，１歩を踏み出し

ましょう。

司会者(ag) ありがとうございます。ちなみ
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に５秒オーバーです。（笑い）他の意見はあ

りませんか？森口先生ありませんか。

松茂中学校教員 森口 64歳になりました。1

4歳の子どもたちの人権の授業をするんです

けど，教員になって42年になりますけど，

こんな幸せな42年間が用意されとるとは，

大学を出た時には想像もしませんでした。

語ること。自分をさらけ出すこと。それが

皆さんの生きる世界を変えます。

２年前，藍住中学校から１人，aa さんが
参加しました。去年，吹奏楽の大会で本大

会に参加されなかった，その切ない思い。

そういう思いを，吉成先生を中心に受け止

めて今日の日になりました。それで次本先

生が非常に喜んでるんですけど。やっぱり

藍住の子どもたちが，aa さん１人じゃなく
てたくさんの仲間と参加する。「１つの言葉

で変わる １つの行動で変わる」まさに今年

のスローガンがね，ホンマに実行されてき

た。これは本当にすごいことです。たった

１人で参加した学校もあるし，２人もある

し。でも，そこから始まっていきます。な

かなか自分をさらけ出すということが難し

いです。でも，語った瞬間に，大人も子ど

もも一緒です。中学生も一緒です。いつか

誇りになります。隠して，逃げてごまかし

ていたら，ずっと卑屈なままだけど，語っ

た瞬間，誇りになります。そこに仲間がで

きます。

板野中学校に赴任したのが1990年。もう，

33年が経過しています。その時に，全校生

徒の前で，クラスの生徒の前で，部落差別

の中を生きてきた自分，結婚差別で苦しん

だ自分をまさかさらけ出すとは思いません

でした。でも，語った瞬間，世界が変わっ

ていきます。仲間ができていきます。この

中学生集会が，28年続いたのも，そこにあ

ると思います。今日の午前中の２人の語り

はやっぱり震えます。いろんなことがよみ

がえってきます。力が湧きます。

部落差別の現実はやっぱり切ないです。

悔しいです。でも，それを乗り越えていく

仲間の関係というのは誇りです。この絆と

いうのは，生涯の絆です。何年後，数年後，

この中の誰かが，また舞台に立って語って

いく。それが受け継がれていく。人権教育，

人権学習は，本心を語り合う人権教育は，

よろこびです。きれいごとで終始したら何

も残りませんが，自分のことを安心して語

れる。主体的に語る。次から次に手が挙が

る。1991年に取り組んだ板野中学校３年Ｂ

組の授業の取組で，私は文部省に通うよう

になります。そこで「スダチの苗木」「峠」

という資料を書くようになるんですけど，

その時の授業を，1991年度の板野中学校３

年Ｂ組の授業を，１学期に松茂中学校の２

年生の生徒に見せました。その授業を見た

ある男の子が私の所に来て言いました。「先

生，ボクのクラスもこんなクラスになりま

すか？」私は，「なるよ」と返しました。実

際そうなっていくんです。「わがこと」とし

て自分の言葉で語る。それができるから，aa
さんたった１人だったのが，６人，７人に

なっていくんです。

みんなの本気の言葉が，皆さんのクラス

を変えていくだろうし，皆さんの関係を変

えていくだろうし，そういう深い深い絆を

つくりませんか。８月23日，dx さんが昨年
度のことを鳴門市人権地域フォーラムで語
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ってくれます。会場は，鳴門の競艇場，ボ

ートレース鳴門です。その日は競艇はあり

ませんけど，是非来てください。今年，香

同教大会で「スダチの苗木」と「峠」を１

時間半語りますので。今日，中学生が積み

上げてくれた人権教育の感動とよろこびが，

多くの大人の心に染み込んでいくフォーラ

ムになると思います仲間連れて来てくださ

い。そういう出会いとつながりができてい

ったらと思います。チェリーさん，はなち

ゃん，本当に心が震えました。感動しまし

た。ありがとうございました。

司会者(ag) まだまだ発表はあると思います

が，このあたりで全体会午後の部Ⅱを終了

したいと思います。

小豆島の皆さんがここで退場されます。

拍手をお願いします。

皆さん，ご協力ありがとうございました。

有意義な話し合いができたと思います。今

日の話し合いをきっかけに人権問題をさら

に深く考え，各学校に持ち帰ってください。

それでは，全体会午後の部を閉じること

にします。ありがとうございました！

このあと引き続いて，閉会行事に移らせ

ていただきたいと思いますので，準備がで

きるまでの間，しばらくお待ちください。


